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研究成果概要 
「未知の高エネルギーガンマ線天体の発見が期待される星生成領域」 

宇宙線は陽子を主成分とする高エネルギー粒子で、1 平方メートルに毎秒 1 個の割合で地

球に降り注いでいるが、地球近傍や太陽で生成されるものを除くと、宇宙線の源は分かって

いない。地球から宇宙線の源を特定できないのは、宇宙線が銀河の中で複雑な経路を取り、

地球まで真直ぐに飛来しないためである。 
一方、高エネルギーガンマ線は、直進し、地球と放射天体の間の環境により減衰はあるも

のの、宇宙線を生成している天体を浮かび上がらせる。とりわけ、星生成領域のような物質

密度が高い領域は、宇宙線粒子だけでなく、電波、可視光、Ｘ線なども透過量が少なく、高

エネルギーガンマ線が他の波長に比べて有効な観測手段であると考えられる。星生成領域内

の高密度ガスに隠された中性子星、超新星残骸、大質量星などの高エネルギー天体は、高エ

ネルギーガンマ線の観測が重要となる。 
我々は、星形成領域もしくはそれに伴う高密度領域近傍からの高エネルギーガンマ線の観

測可能性の研究を行った。初めに、これまでに HESS 望遠鏡で高エネルギーガンマ線が検出

されながらその対応天体が明らかにされていない未同定天体について調査・検討を行い、

HESS J1303-631、HESS J1804-216 の CANGAROO III による観測提案、観測データの解

析、観測結果のまとめについて研究を行った。現在、HESS J1303-631 については論文の準

備中、HESS J1804-216 については論文が受領された（Higashi 2008）。今後は、この研究

成果を生かし、新ガンマ線天体の発見と、星形成領域からのガンマ線放射の解明を行いたい。
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